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【応募要項】
• 応募期限：2026年12月末日
• アンケートフォームよりご回答ください。

読者アンケート

アンケートフォーム
https://forms.gle/XrEXAZxqMBcRRkf
S8

イベント告知

麓山浄水場、トヨタ自動車東日本（株）宮

城大衡工場、大和浄化センターを巡り、施

設見学や実験を通じ、水循環を楽しく学べ

るツアーです。

参加費 ：無料(昼食付)

開催日 ：8月7日(金)

募集期間：7月16日(木)17時まで

普段は入れない浄化センターに入れます！

見学ツアーや、水について楽しく学べるコー

ナーなど盛りだくさんのイベントです。

入場料：無料

開催日： 9月12日(土) 仙塩浄化センター

10月17日(土) 県南浄化センター

10月24日(土) 大和浄化センター

最後までお読みいただき、ありがとうござい

ました。紙面充実のため、ぜひご意見・ご感想

をお寄せください。回答いただいた方の中から

抽選で粗品をプレゼントいたします。

詳細情報
https://www.mizumusubi.co.j
p/2026/06/22/20260622/

特設サイト
https://sites.google.com/mizumu
subi.info/mizufes2026

かび臭とは呼び水
知識♪

近年、猛暑や少雨などの気象の変化により、ダムや河川といった水環境も少しず
つ変化しており、水道水のもととなる水（原水）の状態にも影響が出始めています。

水環境にどのような変化が起きても、蛇口からきれいな水が出るという生活の
「当たり前」を私たちは支え続けます。2025年の秋に麓山浄水場で発生した水質変
動を例に、安全な水を作るための日々の取り組みをご紹介します。

水道水のにおいの原因となる植物プランクト

ン。におい成分自体に毒性はなく、水は安全で

す。ただ、人は臭いに敏感で「50ｍプールにわ

ずか数滴」という極めて薄い濃度でも、におい

を感じてしまうことがあります。

もし水道水の臭いが気になるときは、水を沸

騰させる、冷やす、また浄水器に通すことで臭

いを抑えることができますので、お試しくださ

い。



近年、地球温暖化に伴う異常気象など、私たちの暮らしを取り巻く環境は厳しさを増しています。その

影響を受け、2025年の秋、大崎広域水道事業の麓山（ふもとやま）浄水場において、過去に例のないほど

の大きな原水の水質変動が発生しました。私たちが、この危機的状況をどのようにして乗り越え、安全な

水道水を守り抜いたか、その取り組みをご紹介します。

気象庁アメダスの観測データ(2007年～2025年)によると、2025年6~7月における宮城県加美郡加美町の

降水量は過去18年間の平均と比べてわずか16.6％にとどまり、月平均気温は過去最高を記録しました。

現時点で要因の特定には至っておりませんが、この記録的な少雨と猛暑により藻類（フォルミジウムな

ど）が大量発生し、今回の水質変動を起こした可能性があるとみて調査を進めています。

9月19日、降雨の影響で、着水井（浄水場入口）

で平時の約10倍の127ng/Lの2-MIB（かび臭原因物

質）が検出されました。これを受けてダム表層の水

質分析を行ったところ、1,260ng/Lという非常に高

い濃度が検出されたため、より良質な水を取水する

ため、同日、取水深を5mから10mへと緊急変更しま

した。しかし、2-MIBの流入は完全に防げず、最終

的には取水深を13mまで下げて対応しました。

監視強化と組織的対応（9月下旬～10月上旬）
危機的状況を乗り切るため、水質検査の頻度を3～4時間ごと

（平時は1日1～2回）と大幅に増やし、当グループの他事業所や株

主企業から水質分析の応援人員を招集し、24時間体制の監視体制

を構築しました。

2-MIB （かび臭原因物質）を除去するため、粉末活性炭の注入

量は設備能力の限界である1日最大9,360kgに達し、一時は在庫が

緊迫したものの、株主企業の調達網を最大限に活用し、全国から粉

末活性炭をかき集め、供給を途絶えさせることなく必要量を確保し

続けました。

活性炭溶解槽への粉末活性炭投

入は人手による操作が必要とな

るため、緊急対応の期間中は、

昼夜を問わず投入作業が行われ

ました。

最大の危機と終息（10月上旬～10月23日）
事態は更に深刻化し、10月11日に着水井で平時（約10ng/L）の約38倍に達する383ng/Lの2-MIBが検出

されました。浄水場では、設備能力の限界量で粉末活性炭の注入を続けました。この結果、各家庭に届く

水道水の水質（2-MIB濃度）は、国の定める水道水質基準である10ng/Lを常に下回り、安全な水準を守る

ことができました。
その後、10月中旬にまとまった降雨があり、それを境に日照量が減少し、フォルミジウムの活動が低下

しました。これに伴い2-MIB濃度は急激に低下、

10月23日をもって約1か月間にわたる緊迫した

緊急対応は終息しましたが、監視体制の強化は

原水水質が安定した12月上旬まで継続しました。

今回の危機において、民間企業ならではの機

動力と連携を最大限に発揮した結果、断水や給

水制限を実施することなく、安全な水を供給し

続けることができました。

今後も安全・安心な水を

安定供給するため、予測不

能な異常気象や水質変動を

見据え、これらの課題に取

り組んでまいります。

フォルミジウムは光合成を行いながら、代謝活動の一

環として体内で「2-メチルイソボルネオール（2-MIB）」

という物質を生成します。2-MIB自体は無害ですが、強い

「かび臭」を放ちます。

生きている間は水中に溶け出す量は比較的わずかです

が、死滅して細胞膜が壊れると、それまで体内に溜め込

んでいた2-MIBが一気に大量放出されてしまいます。

2025年9月から10月にかけて、過去最大の記録をはるか

に超える高濃度の2-MIBがダム表層と着水井（浄水場入

口）から検出されました。


